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9月7日に長生村福祉センターで結婚50年祝賀式が行われました。
今年結婚50年を迎えたのは、26組の夫婦です。
式では石井村長が「私たち若輩者に助言をしていただきながら、こ

れからも夫婦仲良く元気に過ごしてください」と式辞を述べました。
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村長就任にあたって　

合併問題を考える（十六）
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長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

今月の村長相談室
◇と　き　10月14日（木）

午後１時～５時まで

◇問い合わせ・申し込み

電話、または総務課窓口へ

総務課　　　32-2111
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今
議
会
で
、
そ
の
所
信
を

明
ら
か
に
し
、
議
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
一
に
申
し
上
げ
た
い
こ

と
は
村
政
に
臨
む
、
私
の
基

本
的
な
考
え
方
で
あ
り
ま

す
。
公
約
で
主
張
し
て
い
る

と
お
り
「
村
の
主
人
公
は
村

民
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
は
村
民
あ
っ
て
の
村

役
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
主
人
公
は
村
民
」
と
い
う

こ
と
は
、
憲
法
の
国
民
主
権

の
原
則
を
、
村
政
に
つ
ら
ぬ

く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
方
自
治
法
に
も
あ
り

ま
す
地
方
公
共
団
体
は
「
住

民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
」
こ
と
に
全

力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
主
権
者
で
あ
る

「
村
民
の
願
い
や
声
を
」
大
切

に
し
、
行
政
の
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
清

潔
で
公
正
な
行
政
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
主
権
者
で
あ
る
村

民
の
「
行
政
運
営
へ
の
参
加
」

を
進
め
、
役
場
職
員
と
村
民

で
力
を
合
わ
せ
て
「
村
民
が

主
人
公
」
と
言
え
る
村
政
を

つ
く
る
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

第
二
に
は
、
具
体
的
な
政

策
の
実
現
に
向
け
て
で
あ
り

ま
す
。

①
少
子
化
が
進
む
中
、
本
村

は
郡
市
の
中
に
お
い
て
は
比

較
的
少
子
化
の
速
度
が
遅
い

の
で
す
が
将
来
は
少
子
化
が

進
む
予
測
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
通
院
医
療
費

を
無
料
に
い
た
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
一
定
所
得
以
上
の
村

民
は
一
回
２
０
０
円
の
負
担
）

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充

実
と
し
て
常
設
で
使
え
る
児

童
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
高

齢
者
と
障
害
者
で
自
宅
に
車

も
な
く
通
院
す
る
の
が
困
難

な
人
に
は
村
で
用
意
し
た
車

を
使
っ
て
郡
内
の
病
院
に
無

料
送
迎
を
検
討
し
ま
す
。

③
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
減
量
化
に
努
め
、

ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
に
取
り
組

み
ま
す
。

④
Ｊ
Ｒ
八
積
駅
利
用
者
の
安

全
確
保
と
し
て
、
ホ
ー
ム
に

屋
根
の
取
り
付
け
を
関
係
者

と
協
議
し
ま
す
。

⑤
生
活
道
路
や
排
水
側
溝
の

整
備
、
通
学
路
な
ど
の
歩
道

お
よ
び
防
犯
灯
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

⑥
若
者
を
含
め
た
村
内
雇
用

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

⑦
長
生
村
の
特
色
作
り
と
し

て
特
産
品
作
り
を
促
進
し
、

地
元
農
産
物
の
販
売
に
役
立

つ
「
道
の
駅
」
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。

第
三
に
は
、
開
か
れ
た
村

政
を
作
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

①
村
民
に
は
、
徹
底
し
た
情

報
公
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
ず
は
村
民
か
ら
の
声

を
つ
か
む
意
味
で
役
場
と
公

共
施
設
に
「
ご
意
見
箱
」
を

設
置
し
村
政
全
般
に
つ
い
て

の
要
望
や
苦
情
を
受
け
止
め

ま
す
。

②
議
会
の
皆
様
と
相
談
し
土

日
議
会
を
取
り
入
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
を

持
っ
て
い
る
方
で
も
傍
聴
が

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

③
村
長
、
議
長
等
の
公
用
車

を
大
衆
車
に
切
り
替
え
る
公

約
に
つ
い
て
は
、
現
在
２
台

あ
る
黒
塗
り
の
公
用
車
の
う

ち
来
年
の
８
月
で
車
検
切
れ

と
な
る
車
を
当
面
使
用
し
、

車
検
切
れ
の
時
に
は
大
衆
車

に
切
り
替
え
る
予
定
で
す
。

第
四
に
は
、合
併
問
題
で
す
。

①
「
村
の
主
人
公
は
村
民
」

の
立
場
か
ら
、
長
生
郡
市
合

併(

７
市
町
村)

の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
条
例
を
議
会
に

提
出
し
、
議
会
で
可
決
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ら
住
民
投
票
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

②
投
票
の
前
提
条
件
と
し
て

「
合
併
の
判
断
」
に
必
要
な
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
情

報
公
開
を
い
た
し
ま
す
。
住

民
投
票
が
不
可
能
な
場
合
は

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
。

③
自
立
で
き
る
村
づ
く
り
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

就任にあたって就任にあたって
長生村長　石井俊雄長生村長　石井俊雄

石
井
新
村
長
が
９
月
17
日

議
会
定
例
会
に
て
次
の
よ
う

に
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。



長
生
郡
市
の
合
併
協
議
の
な
か
で
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
土
地
開
発
公

社
を
含
め
た
茂
原
市
の
負
債
で
、
そ
の
処

理
方
法
な
ど
が
議
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
末
現
在
、
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
債
務
を
含
め
た
地
方
債
残
高
は
、

茂
原
市
は
約
８
０
０
億
円
（
表
１
）
あ
り

ま
す
が
、
長
生
村
も
約
１
０
０
億
円
の
債

務
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
税
収

の
比
較
を
し
て

み
る
と
、
茂
原

市
は
平
成
15
年

度
決
算
で
１
２

２
億
５
、
４
８

５
万
５
千
円
の

市
税
収
入
が
あ

り
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
自
主
財
源

と
い
わ
れ
る
部

分
で
す
。

村(市)税
地方債等残高

比率
(広域を含む）

長生村 1,539,469 9,975,127 0.15

茂原市 12,254,855 79,940,160 0.15

し
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
度
末
に
13
億

３
、
２
５
６
万
円
の
財
政
調
整
基
金

（
貯
金
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
税
の

減
収
や
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ

り
毎
年
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
た

め
、
平
成
16
年
度
末
に
は
４
億
９
、
５

５
７
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
３

年
間
で
８

億
３
、
６

９
９
万
円

の
基
金
を

使
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、

平
成
17
年

度
に
は
長

生
中
学
校

の
屋
内
体

育
館
を
改

築
す
る
予

定
で
す
の

で
、
財
政

調
整
基
金

も
更
に
減

少
す
る
こ

と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

長生村 茂原市 一宮町 睦沢町 白子町 長柄町 長南町
新市事業

(広域含む)

10年間 8,133 23,946 5,923 7,067 6,870 6,445 6,780 14,836

の合計 (10,925) (8) (37) (206)

割　合 12.5% 36.7% 9.1% 10.8% 10.5% 9.9% 10.4%

長
生
村
・
茂
原
市
の

税
収
と
地
方
債

4

（単位：百万円）

合
併
に
つ
い
て

よ
く
受
け
る
質
問

ＱＱＱＱ
合
併
し
て
、
村
か
ら
市
に
な
る
と
税
金

が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ＡＡＡＡ
み
な
さ
ん
の
心
配
し
て
い
る
税
金
は
、

個
人
住
民
税
と
固
定
資
産
税
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
税
率
は
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
で
す
。

ま
た
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
も

法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
16
年
度
課
税

分
か
ら
全
国
一
律
４
、
０
０
０
円

（
県
・
村
分
）
と
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
り

評
価
し
、
３
年
ご
と
に
評
価
額
を
見
直

し
て
い
ま
す
。
土
地
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
売
買
実
例
価
格
を
基
準
と
し
て
価

格
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
評
価
に
つ
い

て
は
そ
の
地
区
の
標
準
的
な
土
地
を
選

定
し
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評

価
を
求
め
、
こ
の
価
格
の
７
割
を
目
途

に
固
定
資
産
評
価
額
を
決
定
し
て
い

ま
す
。
家
屋
に
つ
い
て
は
、
再
建
築
価

格
を
基
準
に
評
価
し
価
格
を
決
定
し
ま

す
の
で
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
税
金

が
高
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ＱＱＱＱ
茂
原
市
土
地
開
発
公
社
の
負
債
を
背
負

わ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ＡＡＡＡ
茂
原
市
土
地
開
発
公
社
の
負
債
の
返

済
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
の
財

政
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
10
年
間
の
新
市

の
事
業
費
（
表
２
）
の
中
に
返
済
金
を

茂
原
市
分
に
含
め
て
計
上
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
他
町
村
に
は
負
担
を
さ
せ
な

い
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ＱＱＱＱ
長
生
村
は
財
政
状
況
が
良
く
、
貯
金
も

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
合
併
す
る
必
要
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。

ＡＡＡＡ
広
報
ち
ょ
う
せ
い
の
９
月
号
に
も
掲
載

合
併
問
題
を
考
え
る
（
十
六
）

※( )内の額は、開発公社等の返済額です。

一
方
、
長
生
村
は
平
成
15
年
度
決
算
で
、

15
億
３
、
９
４
６
万
９
千
円
の
村
税
収
入

で
す
。
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、

債
務
の
返
済
に
つ
い
て
は
税
収
を
あ
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

茂
原
市
は
長
生
村
の
８
倍
税
収
が
あ
り

ま
す
。
茂
原
市
と
の
税
収
と
地
方
債
残
高

の
比
率
を
比
較
し
た
場
合
、
長
生
村
も
茂

原
市
と
同
率
に
な
り
ま
す
。

表２

新市建設計画での事業費

（単位：千円）平成15年度決算状況

表１

合
併
問
題
に
関
す
る

住
民
説
明
会
の
報
告
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ＱＱＱＱ
合
併
す
る
と
地
方
交
付
税
が
減
る
と
い

う
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ＡＡＡＡ
（
局
長
）
交
付
税
制
度
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
制
度
も
変
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
も
理

解
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
。

ＡＡＡＡ
（
村
長
）
総
務
大
臣
か
ら
、
地
方
公
共
　

団
体
が
安
定
的
に
財
政
運
営
が
で
き
る
　

よ
う
に
必
要
な
一
般
財
源
を
確
保
す
る
　

と
い
う
F
A
X
が
届
い
て
い
る
。

ＱＱＱＱ
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
交
付
税
は
今
後
も
維
持
で
き

る
の
か
。

ＡＡＡＡ
（
局
長
）
村
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
見
る
と
、
平
成
18
年
度
に
単
年
度

収
支
で
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
。
大
変

な
状
況
に
来
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
交
付
税
は
実
際
に
削
減

さ
れ
て
お
り
、
国
税
５
税
で
は
交
付
税

を
賄
う
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
も
削
減
が
続
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ＱＱＱＱ
長
生
村
の
起
債
制
限
比
率
は
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
。

ＡＡＡＡ
（
企
画
財
政
課
長
）
4.9
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

ＱＱＱＱ
合
併
し
た
場
合
、
茂
原
市
の
８
０
０
億

円
の
負
債
は
町
村
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
。

ＡＡＡＡ
（
局
長
）
茂
原
市
だ
け
が
負
債
が
あ
る
　

の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
市
と
町
村
を
比
べ
る
と
社
会
資
本

主
な
質
疑
内
容
※（
）内
は
回
答
者

ＱＱＱＱ
合
併
特
例
債
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に

使
用
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
判
断
は
誰
が
、
い
つ
す

る
の
か
。

ＡＡＡＡ
（
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
事
務
局
長：

以
下
局
長
）
新
市
の
一
体
性
を
保
つ
事

業
お
よ
び
、
７
市
町
村
の
格
差
是
正
を

行
う
事
業
等
に
利
用
で
き
る
。
特
例
債
も

普
通
の
起
債
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、

実
施
す
る
年
度
に
県
と
１
件
ご
と
に

協
議
し
て
実
施
の
判
断
を
す
る
。

ＱＱＱＱ
長
生
村
で
計
画
さ
れ
て
い
る
特
例
債
事

業
は
何
か
。

ＡＡＡＡ
（
局
長
）
Ｊ
Ｒ
八
積
駅
の
橋
上
化
、
幼

稚
園
の
建
設
、
都
市
計
画
道
路(

八
積
駅

北
口
、
東
部
台
城
之
内
線)

、
道
路
改
良

事
業
な
ど
、
総
事
業
費
約
30
億
円
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

ＱＱＱＱ
調
整
項
目
の
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
料
金
設
定
金
額
が
具
体
的
に
出

て
き
た
が
、
こ
の
料
金
設
定
は
こ
の
先

い
つ
ま
で
続
く
も
の
な
の
か
。

ＡＡＡＡ
（
局
長
）
項
目
個
々
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
現
在
は
当
面
と
い

う
こ
と
で
理
解
願
い
た
い
。

ＱＱＱＱ
新
市
の
合
併
後
16
年
度
以
降
の
財
政
計

画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

ＡＡＡＡ
（
局
長
）
将
来
の
計
画
は
作
れ
る
が
、

10
年
間
の
新
市
の
建
設
計
画
で
あ
る
の

で
、
こ
の
財
政
計
画
で
出
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

８
月
21
日
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
合
併
問

題
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
が
、
長
生
郡
市

合
併
協
議
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

説
明
会
に
は
２
４
６
人
が
参
加
し
合
併

の
必
要
性
、
新
市
の
将
来
像
や
財
政
計
画
、

新
市
建
設
計
画
の
素
案
、
合
併
協
定
項
目

の
協
議
内
容
な
ど
の
説
明
後
、
参
加
者
か

ら
の
質
疑
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
疑
問
や
要
望
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

の
整
備
状
況
が
違
う
。
特
に
土
地
開

発
公
社
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
新
市

建
設
計
画
の
財
政
計
画
の
茂
原
市
分

の
中
で
計
画
し
て
い
る
。

ＱＱＱＱ
な
ぜ
住
民
投
票
を
し
な
い
の
か
。

ＡＡＡＡ
（
村
長
）
村
長
選
挙
で
の
公
約
で
あ
る

の
で
、
条
例
を
議
会
に
提
案
す
る
。

ＱＱＱＱ
地
区
を
分
け
て
説
明
会
を
開
催
し
て
ほ

し
い
。

ＡＡＡＡ
（
企
画
財
政
課
長
）
合
併
協
議
が
進
ん

だ
後
、
数
回
に
分
け
て
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
聞
け
る
よ
う
な
説
明
会
を
予
定

し
て
い
る
。

ＱＱＱＱ
長
生
村
だ
け
が
残
っ
た
場
合
、
広
域
の

負
担
金
が
高
く
な
る
の
か
。
ま
た
、
全

国
で
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

ＡＡＡＡ
（
村
長
）
合
併
新
市
と
現
在
の
負
担
金

が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
協
議
す
れ
ば
よ
い
。

例
を
あ
げ
る
と
新
潟
県
津
南
町
の
ケ

ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
こ
も
合
併
後
１
市

１
町
と
な
る
。
協
議
の
結
果
、
均
等
割

の
率
を
２
割
か
ら
１
割
に
落
と
し
、

負
担
金
は
10
万
円
（
１
％
）
の
ア
ッ

プ
に
留
め
た
。

※
前
記
の
と
お
り
村
長
か
ら
お
答
え
し
ま

し
た
が
、
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
で
構
成
し

て
い
る
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で

は
、
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
「
協
議
中
」
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
負

担
割
合
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

さまざまな質疑が飛び交いました
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視
力
検
査
を

実
施
し
ま
す

ご
意
見
箱
を

設
置
し
ま
す

10
月
12
日
（
火
）
〜
18
日
（
月
）
は
、

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
建
築

物
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

建
築
基
準
法
は
、
生
命
・
健
康
・
財

産
を
保
護
す
る
た
め
、
地
震
や
火
災
な

ど
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す
る
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
は
、
建
築

物
を
建
て
る
場
合
に
は
必
ず
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
違
反
建
築
防
止
週
間
を
き
っ
か

け
に
、
あ
な
た
の
所
有
す
る
建
築
物
に

つ
い
て
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

建
築
完
了
検
査
を

受
け
て
い
ま
す
か

農
産
物
加
工
場
の
利
用
予
約
を
産
業

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

◇
受
付
期
間
　
10
月
13
日
（
水
）
〜
29

日
（
金
）
ま
で
の
平
日

◇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時希

望
日
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
後
日
希
望
者
に
よ
る
抽
選

を
行
い
利
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

み
そ
づ
く
り
は
寒
仕
込
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
に
５
月
か
ら
６
月
で
も
作
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
う
じ
菌
の
予
約
は
、
役
場
産
業

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
１
月
中
は
長
生
村
生
活
改

善
研
究
会
の
研
修
期
間
の
た
め
、
一

般
の
人
は
利
用
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

加
工
場
の
利
用
料
は
下
の
料
金
表

の
と
お
り
で
す
。

※
味
噌
す
り
機
は
無
料
で
す
。

村
民
が
行
政
へ
の
要
望
な
ど
を
所
定

の
用
紙
に
記
入
し
て
意
見
箱
に
投
函
す

る
「
ご
意
見
箱
」
を
10
月
１
日
か
ら
村

内
５
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

◇
設
置
場
所
　
役
場
庁
舎
・
文
化
会
館

・
中
央
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
32
）
２
１
１
１

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
（
村
外

の
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
に
通
園
中
ま

た
は
在
宅
）
の
な
か
で
視
力
検
査
を
希

望
す
る
人
は
検
査
用
紙
を
配
付
し
ま
す
。

希
望
者
は
10
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
検
査
用
紙
を
と
り
に

き
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
認
の
検

査
を
し
ま
す
。

村
内
の
保
育
所
に
入
所
中
の
お
子
さ

ん
に
は
保
育
所
を
通
し
て
検
査
用
紙
を

配
付
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

利
用
予
約
を

受
け
付
け
ま
す

講
習
会
の

受
講
者
を
募
集

長
生
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
「
家
事
援
助
講
習
会
」
と
題
し
て
、

在
宅
介
護
、
高
齢
者
の
健
康
管
理
と
調

理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
に
限
ら
ず
、
会
員
以

外
の
人
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

10
月
20
日
（
水
）
〜
22
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

22
日
（
金
）
は
調
理
実
習

◇
と
こ
ろ

長
生
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
募
集
人
員

20
人

◇
持
ち
物

筆
記
用
具
、
調
理
実
習
日
は

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン

施設名 区　　　分 金　額

団体（４人以上）
400円１時間につき

加工場

個人
１時間につき

100円

発酵機 １回利用 1,000円

か
建
築
士
と
相
談
す
る
な
ど
点
検
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
週
間
に
は
一
斉
公
開
建

築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

◇
問
い
合
わ
せ
　
産
業
課

（
32
）
２
１
１
４

◇
参
加
費

無
料

◇
締
め
切
り

10
月
12
日
（
火
）

◇
申
し
込
み

長
生
村
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
32
）
６
４
０
０

施設・機具使用料金表

「ふれあいと　対話が築く　明るい社会」 「通いあう　心が摘み取る　非行の芽」
7

会社を辞めてしまって勤めてお
らず、収入がありません。納期ご
とに税金を払うことが出来ないの
ですがどうしたらいいですか？

ＱＱ..私は今年3月に会社を辞めてしまい、
現在も新しい勤め先が決まらずにいます。

収入も全くない状態です。

先日、役場から督促状が届いたのです

が、税金を納めたくても納めることが出

来ません。どうしたらいいですか？

ＡＡ..納付の期限を過ぎても納付がない場
合には、「督促状」が発送されます。

税法上、この「督促状」が発送されて

から10日を経過する日までに完納しない

ときには、滞納処分を受けることになり

ます。滞納処分とは、税の公平性を図る

ため強制的に徴収する手続きです。

納めていただく税金の種類によっては、

課税のしくみから前年の（勤めていたと

きの）所得に応じて税額が決められるも

のもあります。

その結果、「収入がないのに税金が高い」

という状況もあるでしょう。

また、払えないからといってそのまま

にしておくと、滞納額に併せて延滞金が

加算されます。このような状況になると

ますます納付が困難になってしまいます。

このように、病気・失職などの理由か

ら「納期限までに納付できない」「一度に

納付することが難しい」などという場合

は、事情を伺ったうえで納付方法につい

て相談を受けています。

納付が困難な場合には、出来るだけ早

期に役場税務課までご相談ください。

◇問い合わせ 税務課　　　　32-2113

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

開
催
し
ま
す

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
運
動
・

調
理
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
１
日
（
月
）
・
12
月

14
日
（
火
）
・
１
月
25
日
（
火
）
・

２
月
21
日
（
月
）
・
３
月
22
日
（
火
）

◇
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
定
　
員

30
人

◇
締
め
切
り

10
月
８
日
（
金
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

※
今
回
初
め
て
申
し
込
み
さ
れ
る
人
に

限
り
ま
す
。
申
し
込
ま
れ
た
人
に
は
日

程
表
を
お
渡
し
し
ま
す
。

税に関するＱ＆Ａ 

高
齢
者
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

個
人
予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
も
、
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
予
診
票
を
正
確
に
記
入
し
、
不
明

な
点
は
医
師
に
相
談
し
た
上
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間

10
月
１
日
（
金
）
〜
12

月
31
日
（
金
）

◇
対
象
者

①
65
歳
以
上
（
実
施
日
に

満
65
歳
の
人
で
誕
生
日
が
日
曜
日
や

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
防

接
種
が
変
わ
り
ま
す

平
成
17
年
４
月
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接

種
の
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
。
現
在

生
後
３
カ
月
か
ら
４
歳
未
満
の
対
象
年

齢
が
、
生
後
３
カ
月
か
ら
１
歳
未
満
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
経
過
措
置
は
と
り

ま
せ
ん
の
で
、
平
成
12
年
10
月
10
日
か

ら
16
年
７
月
６
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

で
、
ま
だ
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、
10
月
６
日
（
水
）
お
よ

び
10
月
８
日
（
金
）
の
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
し

て
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ

れ
ば
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
に
な
り
ま
す
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心
臓
、

じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
障
害
を
有
す
る
人

◇
接
種
料
金

４
、
５
０
０
円

（
自
己
負
担
１
、
０
０
０
円
）

◇
医
療
機
関

長
生
郡
市
の
医
療
機
関

◇
接
種
日
及
び
受
付
時
間

各
医
療
機

関
に
直
接
電
話
し
、
予
約
し
て
か
ら

行
な
っ
て
く
だ
さ
い

◇
そ
の
他

65
歳
以
上
の
該
当
者
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
予
診
票
な
ど
を
送
付
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な
い

人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
　
健
康
指
導
係

（
32
）
６
８
０
０

◇
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

一人ひとりに賞状が手渡されました

災
害
に
備
え
て

防
災
訓
練

七井土老人クラブによるおどり「恋月情話」

９
月
20
日
に
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
第
39
回
敬
老
の
日
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で

は
、
村
か
ら
老
人
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演
芸
の
発
表
が
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
は
日
ご
ろ

か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

９
月
１
日
に
八
積
小
、
長
生
中
、
９
月
２

日
は
高
根
小
、
一
松
小
で
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

各
学
校
と
も
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

で
、
全
校
放
送
後
い
っ
せ
い
に
机
の
下
に
潜

り
込
み
、
そ
の
後
、
防
災
頭ず

巾
を
か
ぶ
っ
て

校
庭
に
す
ば
や
く
避
難
し
ま
し
た
。

児
童
は
落
ち
着
い
て
訓
練
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
地
震
が
来
た
ら
心

配
で
す
。
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で敬

老
の
日
式
典
開
催

訓練中の児童（高根小）

敬
老
の
日
式
典
で
表
彰
さ
れ

た
人
は
老
人
福
祉
活
動
を
行
い

福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
た

み
な
さ
ん
で
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

長
谷
川
義
夫
（
八
積
金
田
）

阿
井
　
き
よ
（
八
積
七
井
土
）

根
本
し
ず
子
（
八
積
西
部
）

村
杉
　
冨
藏
（
信
友
友
梅
会
）

田
中
　
惠
子
（
高
根
中
央
）

神
谷
　
良
成
（
高
根
宮
成
）

古
山
　
信
司
（
高
根
東
部
）

謝辞を述べる老人クラブ
連合会長の高仲貞良さん

「夢追い酒」を歌う
高根東部老人クラブ
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９
月
10
日
一
松
保
育
所
で
、
村
内
の
保
育

所
行
事
に
親
子
で
参
加
で
き
る
「
な
か
よ
し

広
場
」
に
参
加
し
た
５
組
の
親
子
と
２
、
３

歳
児
の
園
児
28
人
を
対
象
に
幼
児
体
育
を
実

施
し
ま
し
た
。

講
師
に
各
地
で
幼
児
体
育
を
専
門
的
に
指

導
し
て
い
る
南
香
穂
里
さ
ん
を
招
き
、
カ
エ

ル
や
ヘ
ビ
を
真
似
て
ゴ
ム
飛
び
を
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
や
体
育
遊
び
な
ど
し
て
園
児
と
と
も

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
松
保
育
所
で

幼
児
体
育
を
実
施

元気いっぱいの南さんと園児たち

９
月
19
日
に
一
松
海
岸
で
、
長
生
地
区
九

十
九
里
海
岸
ク
リ
ー
ン
対
策
協
議
会
主
催
の

海
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
推
進
員
や
不
法
投
棄
監
視
員
を

は
じ
め
、
育
成
会
や
観
光
協
会
、
土
建
組
合

と
一
般
の
人
な
ど
お
よ
そ
３
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

約
２
時
間
ご
み
拾
い
が
行
わ
れ
、
ト
ラ
ッ

ク
約
５
台
分
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

き
れ
い
な
海
岸
を

い
つ
ま
で
も

暑さにも負けずみんなでゴミ拾い

長
生
中
・
高
根
小
の
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

９
月
11
日
に
長
生
中
学

校
、
18
日
は
高
根
小
学
校

で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
両
校
と
も
天
候
に
恵

ま
れ
絶
好
の
運
動
会
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

夏
休
み
が
終
わ
っ
て
間

も
な
く
で
し
た
が
、
限
ら

れ
た
練
習
時
間
の
中
で
応

援
合
戦
や
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

ゴール目指して走ります（長生中）

気合いの入った応援合戦（長生中）

華やかな鼓笛隊パレード（高根小）
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健
診
と
予
防
接
種

▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

と
　
き
＝
10
月
６
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
13
年
６
・
７
月
生
）

と
　
き
＝
10
月
７
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
判
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ

と
　
き
＝
10
月
８
日
（
金
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診
（
Ｈ
15
年
10
月
・

健康状態をチェック（乳児健診）

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

9月7日、保健衛生推進員視察研修で茂原市御蔵芝

にある特別養護老人ホーム「光風荘」に行きました。

施設長からは、平成12年度から始まった介護保険

における介護老人福祉施設の役割や、光風荘での取

り組みについてのお話をしていただきました。専門

的なお話もありましたが、身近な話題でもあるので

大変参考になりました。その後施設内の見学、隣接

する「ケアハウス茂原」の施設見学もさせていただ

きました。入所している高齢者のみなさんの笑顔が

とても印象的でした。

今月は3人の推進員を紹介します。

斉藤　敬子　　御園　洋子　　　北田　輝子

（驚） （入山津） （入山津）

▽
と
　
き

10
月
22
日
（
金
）

今
月
の
健
康
相
談

二
歳
児
健
康
教
室

（
Ｈ
14
年
５
月
〜
８
月
生
）

▽
と
　
き

10
月
１
日
（
金
）

15
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖
検

査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分
測

定
・
み
そ
汁
塩
分
測
定
・
保

健
指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
15
日
は
運
動
指
導
も
行
い
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ
16
年
３
月
・
６
月
生
）

と
　
き
＝
10
月
21
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

▽
成
人
歯
科
健
診

と
　
き
＝
10
月
25
日
（
月
）

26
日
（
火
）

27
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

マ
マ
・
パ
パ
教
室

▽
と
　
き

10
月
13
日
（
水
）

・
23
日
（
土
）
・
29
日
（
金
）

▽
受
　
付

13
日
　
午
後
１
時

15
分
〜
１
時
30
分

23
日
・
29
日
　
午
前
９
時
15
分

〜
９
時
30
分

▽
内
　
容

沐
浴
実
習
、
調
理

実
習
な
ど

▽
受
　
付

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

▽
内
　
容

歯
み
が
き
の
仕
方
と

親
子
遊
び
な
ど

◯今月のおしゃべり広場は５日（火）と20日（水）の午前９時～正午までです。11

保健師だより

排尿のトラブルに気付いたら！

～膀胱炎を繰り返さないために～
今月の担当は小高です

「
膀
胱
炎
」
は
、
膀
胱
内
に

細
菌
が
繁
殖
し
、
膀
胱
内
の
粘

膜
に
炎
症
が
起
き
る
病
気
で
す
。

膀
胱
炎
は
大
き
く
「
慢
性
膀
胱

炎
」
と
「
急
性
膀
胱
炎
」
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
１
）。

慢
性
膀
胱
炎
は
、
痛
み
な
ど

の
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
前
立

腺
肥
大
な
ど
の
尿
路
系
の
病
気

が
原
因
と
な
る
た
め
、
高
齢
者

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
慢
性
膀

胱
炎
を
治
す
た
め
に
は
、
原
因

と
な
る
疾
患
を
治
療
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
急
性
膀
胱
炎
に
は
、
排

尿
時
に
差
し
込
む
よ
う
な
痛
み

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
外
部

か
ら
の
細
菌
感
染
が
原
因
で
、

若
い
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
女
性
特
有
の
体
の
構

造
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
尿
道
は
長
さ
が
男
性
の
４
分

の
１
程
度
し
か
な
い
た
め
、
尿

道
口
に
付
い
た
細
菌
が
容
易
に

膀
胱
に
侵
入
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
以
下
、
こ
の
「
急
性
膀
胱

炎
（
膀
胱
炎
と
略
）」
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
す
。

○
膀
胱
炎
の
症
状

「
排
尿
痛
・
頻
尿
・
尿
の
濁

り
」
の
３
つ
が
膀
胱
炎
の
特
徴

的
な
症
状
で
す
。
そ
の
ほ
か
に

残
尿
感
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
膀
胱
炎
で
は
基
本

的
に
発
熱
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
３
大
症
状
に
発
熱
が
伴
う

よ
う
な
場
合
は
、
細
菌
が
腎
臓

に
ま
で
達
し
て
「
急
性
腎
盂
腎

炎
」
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

○
膀
胱
炎
の
治
療

膀
胱
炎
が
疑
わ
れ
る
場
合
、

尿
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

膀
胱
炎
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
抗
菌
薬
を
用
い
て
治
療
し

ま
す
。
抗
菌
薬
を
３
〜
４
日
服

用
す
れ
ば
症
状
は
改
善
し
ま
す

が
、
膀
胱
内
の
菌
を
完
全
に
死

滅
さ
せ
る
た
め
に
も
治
療
開
始

か
ら
１
週
間
は
服
用
を
続
け
ま

し
ょ
う
。
治
療
中
は
水
分
を
多

く
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
水

分
摂
取
で
尿
量
を
増
や
し
、
こ

ま
め
に
排
尿
す
る
こ
と
で
、
膀

胱
内
の
細
菌
を
洗
い
流
す
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
。

○
再
発
の
予
防

膀
胱
炎
は
何
度
も
再
発
を
繰

り
返
す
人
が
多
い
病
気
で
す
。

し
か
し
、
図
２
の
よ
う
に
日
常

生
活
の
注
意
点
は
、
ど
れ
も
特

別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
で
、
再
発
の
予
防
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

慢性膀胱炎 急性膀胱炎
症状 自覚症状は軽度 突発的な排尿痛

原因
尿路系の病気

外部からの細菌感染（前立腺肥大病など）

傾向 高齢者に多い
膀胱炎の８割を占める
20～30歳代の女性に多い

図１　慢性膀胱炎と
急性膀胱炎の違い

図２　日常生活の注意点

入浴や下着の交換をこまめに行
い、尿道や膣、肛門などを清潔
に保てば、急性膀胱炎は起こり
にくくなる。洗浄機能付きトイ
レも有効。

便秘になると、骨盤内で充血が起
き、細菌が繁殖しやすくなる。一
方、下痢では肛門周辺が不潔にな
りやすい。どちらも予防が大切。

女性は肛門と尿道口が近く、
排便時に肛門を後ろから前に
拭くと、大腸菌が尿道口につ
くので要注意。前から後ろに
向かって拭く習慣をつける。

膀胱内に尿が多量にあると菌が繁殖
しやすいので、排尿は我慢しない。
また、体の抵抗力が低下すると細菌
に感染しやすくなるので過労に注意
する。性交渉時にも尿道口に菌がつ
きやすいので、菌を洗い流すために、
性交渉後は排尿をするとよい。

その他にも…
◯排尿を我慢しない
◯性交渉後に排尿する
◯過労に気をつける

●水分を充分にとる

●体を清潔に保つ ●便秘や下痢を予防する

●排便時の後始末に気をつける

１日の尿量 １日の汗の量 摂取したい
水分量
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

麻
生
　
知
哉

善
通
　
七
井
土

酒
井
　
健
太

茂
生
　
信
　
友

芝
崎
　
友
祐

広
幸
　
金
　
田

平
野
　
吏
貴

カ
ス
チ
ヨ
・
ア
ル
ト
ゥ
ロ

七
井
土

大
村

晃
弘
　
南
　
部

鵜
澤
　
史
希

正
幸
　
七
井
土

増
田
　
沙
来

勇
樹
　
宮
ノ
台

鈴
木
　
稜
平

道
郎
　
信
　
友

出
生
・
死
亡
（
８
月
受
付
）

ただ今夢中！（ 1 7）

今
回
は
文
化
会
館
で
リ
ズ
ム
遊

び
や
工
作
な
ど
、
親
子
で
楽
し
む

活
動
を
続
け
て
い
る
ド
レ
ミ
の
会

で
す
。

「
こ
の
会
は
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
や

創
作
を
通
じ
て
親
子
で
楽
し
く
参

加
し
、
地
域
の
中
で
音
楽
を
母
体

に
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
４
年
に

設
立
し
た
の
で
も
う
12
年
ぐ

ら
い
続
い
て
い
ま
す
」
と

代
表
の
伊
藤
道
子
さ
ん
。

毎
週
火
曜
日
の
午
前

10
時
30
分
か
ら
11
時
30

分
ま
で
１
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
親
を
対
象
に
４

人
の
講
師
に
よ
り
、
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

ドレミの会

講
師
の
加
藤
千
鶴
子
さ
ん
（
七

井
土
）
は
「
身
近
な
場
所
で
子
育

て
に
追
わ
れ
る
お
母
さ
ん
同
士
の

交
流
が
図
れ
、
気
分
転
換
に
な
れ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
リ
ズ
ム
遊
び

も
た
だ
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
す
る
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
ル
や

リ
ン
グ
を
使
っ
た
遊
び
を
取
り
入

れ
た
り
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
る
幼
児
と
お
母
さ

ん
た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

現
在
15
組
の
親
子
が
参
加
し
て

い
ま
す
が
会
員
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は

加
藤
さ
ん
　
（
32
）
３
５
１
１
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まんがで選挙を考える
大切な日を忘れないで！

おだ辰夫

13

取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,376人 (- 8)

女　7,470人 (- 8)

計 14,846人 (- 16)

■世帯数

5,106戸 (+ 1)

９月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

飯
塚
　
康
雄
　
86
歳
　
入
山
津

河
野

源

81
歳
　
新
　
田

石
浦
　
憲
二
　
72
歳
　
岩
　
沼

矢
部
　
幸
一
　
56
歳
　
信
　
友

片
岡
　
初
枝
　
74
歳
　
昭
　
和

石
井

操

74
歳
　
七
井
土

芝
崎
　
健
次
　
70
歳
　
金
　
田

大
矢
　
徳
衛
　
89
歳
　
七
井
土

片
岡
　
正
義
　
76
歳
　
大
坪
東
部

関
　
　
敏
夫
　
55
歳
　
金
　
田

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

先生重いです・・

もしものために

長生中運動会の団体種目ばん

馬競走。重り？となった校長先

生、教頭先生、そりを引く生徒

は辛そうでしたよ。

「親子ふれあい教室」で心肺

蘇生法の実習をしました。みな

さん真剣です。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

僕の夢は、歯医者さんになることで

す。そのわけは、今通っている歯医者

さんは、やさしくてしんけんに、取り

組んでいたからです。だから歯医者さ

んになって人を助けてあげたいです。

鵜澤　大輝くん

高　根　小

５　年

私の夢は、パティシエになることで

す。みんなにおいしいお菓子を食べて

もらい、「おいしい」と言ってもらえば

うれしいし、自分で作るのも楽しいと

思うからパティシエになりたいです。

渡辺　愛子さん

一　松　小

６　年
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
岩沼の獅子舞が始まったのは何年？

１、710年　　２、1192年　　３、1621年

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り 10月13日

◇賞　品 抽選で３人に図書券を差し上げます。

◇先月の答え ２、23日

◇当選者　島田麻未さん、吉田健吾さん
渡辺　司さん

村の
50選⑦

▼
岩
沼
獅
子
舞

県
指
定
文
化
財
の
「
岩
沼
の

獅
子
舞
」
は
、
元
和
７
年
（
１

６
２
１
年
）
か
ら
３
５
０
年
の

歴
史
を
持
つ
勇
壮
な
も
の
で
毎

年
10
月
中
旬
の
皇
産
霊
神
社
の

祭
礼
に
奉
納
さ
れ
、
氏
子
安
全
、

五
穀
豊
穣
、
悪
疫
退
散
を
祈
願

し
て
舞
わ
れ
ま
す
。

な
つ
か
し
い
囃
子
の
リ
ズ
ム

に
乗
っ
た
郷
土
の
舞
は
、「
お
か

ら
」「
亀
の
舞
」
な
ど
が
あ
り
、

中
で
も
梯
子
の
上
で
狐
と
獅
子

が
曲
芸
を
見
せ
る
様
は
見
事
で
、

近
郊
か
ら
見
物
に
来
る
人
も
少

過
去
か
ら
未
来
へ

残
し
た
い
長
生
村
50
選

今
年
も
11
月
３
日
（
文
化
の

日
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
「
第
37
回
長
生
村
民
文

化
祭
」
と
「
第
18
回
長
生
村
産

業
ま
つ
り
」
を
文
化
会
館
・
中

央
公
民
館
・
旧
役
場
跡
地
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

◎
文
化
祭
出
品
・

参
加
の
ご
案
内

各
自
の
趣
味
を
深
め
村
民
の

文
化
を
高
め
る
た
め
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◇
展
示
の
部

11
月
２
日
（
火
）
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
に
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
作
品
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
題
名
な
ど
を
必
ず
記
入

し
、
出
品
表
を
添
え
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
各
会
場
と
中
央
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

◯
盆
栽
・
鉢
物

内
容
　
松
柏
、
雑
木
、
花
も

の
な
ど

展
示
会
場
　
文
化
会
館

◯
菊
花

内
容

厚
も
の
、
管
も
の
、

懸
崖
づ
く
り
、
福
助
な
ど

展
示
会
場

公
民
館

◯
手
芸

内
容
　
編
物
、
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
な
ど

展
示
会
場
　
公
民
館

◯
鎌
倉
彫

内
容
　
自
由

展
示
会
場
　
公
民
館

◯
書
道

内
容
　
自
由

展
示
会
場
　
公
民
館

◯
絵
画

内
容
　
水
彩
画
、
油
絵
な
ど

展
示
会
場
　
公
民
館

◯
写
真

内
容
　
風
景
、
ス
ナ
ッ
プ
、

人
物
な
ど

展
示
会
場
　
文
化
会
館

◯
俳
句

内
容
　
短
歌
、
川
柳
　
題
は

自
由
　
１
人
２
句
（
首
）

ま
で

展
示
会
場
　
文
化
会
館

◯
華
道

内
容
　
自
由

展
示
会
場
　
公
民
館

◯
陶
芸
品

内
容
　
自
由

展
示
会
場
　
公
民
館

◯
文
化
財
等

内
容
　
み
な
さ
ん
に
見
て
も

ら
い
た
い
貴
重
な
物

展
示
会
場
　
公
民
館

◇
つ
ど
い
の
部

ホ
ー
ル
発
表
の
部

午
前
９
時
15
分
か
ら

◯
茶
道

内
容
　
気
軽
に
茶
道
が
学
べ

参
加
は
自
由
で
す

会
場
　
公
民
館

◯
囲
碁
・
将
棋

内
容
　
大
会
を
開
催
し
ま
す

参
加
は
自
由
で
す

会
場
　
文
化
会
館

◯
ホ
ー
ル
発
表

内
容
　
公
民
館
ク
ラ
ブ
な
ど

の
学
習
成
果
の
発
表

会
場
　
文
化
会
館

◇
即
売
の
部

菊
花
、
鉢
物
な
ど

◇
出
品
申
込
と
搬
入
な
ど

に
つ
い
て

・
出
品
は
、
各
部
門
毎
に
１
人

２
点
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
祭
・
産
業
ま
つ
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

岩沼の獅子舞
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作ってみよう！

今月の
料理

講師の関野さん

太巻き寿司太巻き寿司
☆太巻寿司
●基本のすしめしの材料
・米・・・６C（約１kg） ・酢・・・170cc
・酒・・・大さじ２　

６C
・塩・・・大さじ１と１/２

・水　　　　　　　 ・砂糖・・・80g
・昆布・・10cm
☆バラの花
●材料
・のり全形１枚・１/４・１/６枚
・でんぶ
・野沢菜
・紅生姜
・うす焼き卵２枚（卵２個で２枚焼く）
●作り方
①うす焼き卵を２枚用意する。卵焼きを広げピンクめし、
生生姜をパラパラとおく。
うず巻きを作る。同じく繰り返す。
②巻きすにのりを広げ酢めしを平に広げる。菜ばしで中心
手前に２本、反対に１本の細い溝を作る。溝にのりを置
き野沢菜をのせる。
③中央に巻いたバラの花を置き左右から巻き込む。
☆椿の花
●材料
・のり２・・・１/４枚　 ・でんぶ
・野沢菜　 ・山ごぼう・・・１本
・卵巻き（卵L２個・砂糖・塩）
①のりをタテ４等分にして細巻きを５本作る。合せ目を内
側にして中心にごぼうを置き花を作る。
②卵焼きにすしめしを広げ中心より手前に山を３本作る。
③山にのりをかぶせでんぶ、野沢菜、花を置き左右から巻
き込む。

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
鈴
鹿
神
社
の
祭
り

鈴
鹿
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ

れ
る
驚
ば
や
し
は
昭
和
52
年
に

復
活
し
た
村
を
代
表
す
る
郷
土

芸
能
で
す
。

毎
年
10
月
の
第
１
日
曜
日
に

海
岸
か
ら
神
社
ま
で
の
道
を
笛

や
太
鼓
に
合
わ
せ
た
踊
り
と
万

灯
の
振
り
が
奉
納
さ
れ
、
神
輿

は
海
へ
繰
り
出
し
ま
す
。

▼
水
口
の
神
輿
と
木
遣

熊
野
神
社
の
子
ど
も
神
輿
は
、

昭
和
60
年
10
月
に
改
修
さ
れ
、

10
月
中
旬
の
祭
礼
に
は
氏
子
の

家
々
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
る
。

木
遣
に
は
地
区
独
自
の
表
現

が
あ
り
ま
す
。

驚ばやし

・
申
し
込
み
と
搬
入
は
11
月
２

日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
に
各
展
示
会
場
へ
お
願
い

し
ま
す
。

・
作
品
の
搬
出
は
、
11
月
４
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
部
の
内
容
は
予
定
で
あ
り

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

◎
第
２
回

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
も
産
業
ま
つ
り
の
一
環

と
し
て
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。

◇
開
催
日
時
・
展
示
期
間

10
月
27
日
（
水
）
〜
11
月
３

日
（
水
）

◇
と
こ
ろ

産
業
ま
つ
り
会
場

周
辺

◇
作
成
要
領

大
き
さ
は
、
概

ね
高
さ
２
ｍ
、幅
1.5
ｍ
以
内
、

古
着
な
ど
身
近
な
物
を
利
用

し
て
作
成
す
る

◇
賞
　
品

入
選
作
品
に
は
豪

華
賞
品
な
ど
を
差
し
上
げ
ま

す
（
昨
年
は
最
優
秀
賞
３
万

円
商
品
券
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課

（
32
）
２
１
１
４

◎
千
葉
土
建
長
生
分
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

産
業
ま
つ
り
の
上
棟
式
で
使

用
し
た
木
組
み
（
６
坪
）
を
極

安
価
格
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

価
格
は
木
材
（
加
工
済
）
の

み
16
万
円
、
車
庫
、
子
供
部
屋
、

離
れ
な
ど
に
利
用
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
金
額
は
、
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
ご
希
望
の
人
は

（
32
）
６
７
３
３
岩
澤
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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生生生生涯涯涯涯学学学学習習習習
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

体育施
設の休

館日

体 の設施育 休
館

日

村
体
育
協
会
主
催
の
ゴ
ル
フ
大
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
27
日
（
水
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

◇
と
こ
ろ

長
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◇
参
加
費
　
３
、
０
０
０
円
（
セ
ル
フ

プ
レ
ー
・
プ
レ
ー
費
９
、
０
０
０
円

・
食
事
代
は
自
己
負
担
）

民
親
善
ゴ
ル
フ

大
会
の
開
催

村村村村

民
体
育
祭
を

10
月
10
日
に
開
催

村村村村
第
45
回
長
生
村
民
体
育
祭
を
、
10
月

10
日
（
日
）
に
尼
ケ
台
総
合
公
園
運
動

広
場
で
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由

に
参
加
で
き
る
種
目
（
ハ
ン
ド
パ
ワ
ー
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
場
く
だ

さ
い
。（
先
着
60
人
）

雨
天
の
場
合
は
中
止
で
、
予
備
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
駐
車
場
が
少
な

い
た
め
、
会
場
ま
で
は
乗
り
合
わ
せ
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
図
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
広
報
に
折

込
ん
で
あ
り
ま
す
。

☆
毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
少
年
の
日
」
で
す
。

☆
毎
月
第
３
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」
で
す
。

中
高
年
の
お
悩
み
解
消
に
ヘ
ル
シ
ー

ボ
デ
ィ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
20
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
和
室

◇
講
　
師

小
川
雅
子
先
生

◇
内
　
容

体
の
部
位
別
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法

◇
対
　
象

45
歳
〜
70
歳
ま
で
の
女
性

◇
服
　
装

体
操
の
出
来
る
服
装
（
締

め
付
け
な
い
下
着
、
素
足
）
飲
み
物

◇
参
加
費

無
料

◇
募
集
人
員

20
人

◇
申
し
込
み

10
月
２
日
（
土
）
〜
16

日(

土)

中
央
公
民
館
窓
口
で
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
電
話
で

の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
医
者
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る

人
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

性
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

女女女女

三
浦
半
島
の
最
高
峰
・
大
楠
山

（
標
高
２
４
２
ｍ
）
に
立
て
ば
、
ぐ
る

っ
と
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
楽

し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
小
川

の
せ
せ
ら
ぎ
・
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が

ハ
イ
キ
ン
グ
の
醍
醐
味
を
演
出
し
て

く
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
歴
史
が

味
わ
え
る
初
心
者
向
け
コ
ー
ス
で
す
。

◇
と
　
き

11
月
14
日
（
日
）
午
前

６
時
30
分
中
央
公
民
館
前
出
発

（
雨
天
中
止
）
公
民
館
バ
ス
・
福

け
歩
け
大
会

参
加
者
募
集

歩歩歩歩

祉
セ
ン
タ
ー
バ
ス
使
用

◇
と
こ
ろ

神
奈
川
県
横
須
賀
市

「
大
楠
山
」

◇
定
　
員

先
着
70
人
（
村
内
在

住
・
在
勤
者
）

◇
参
加
費

１
、
５
０
０
円
（
保
険

代
な
ど
）

◇
持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・

保
険
証
の
写
し
な
ど

◇
申
込
方
法

10
月
31
日
（
日
）
ま

で
に
文
化
会
館
内
生
涯
学
習
課
に

参
加
費
を
持
参
の
う
え
申
し
込
み
、

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
一
人

で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
能
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◇
主
　
催

村
体
育
協
会
　
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
部

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

◇
定
　
員
　
10
組
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

◇
申
し
込
み

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

◇
問
い
合
わ
せ
　

高
橋
ゴ
ル
フ
部
長

（
32
）
２
４
２
６

４
日
と
18
日

（
第
１
・
第
３

月
曜
日
）
は
、

体
育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・

薮
塚
球
技
場

は
、
休
館
（
休

場
）
で
す
。

ま
た
10
日

（
日
）
は
、
村

民
体
育
祭
の
た

め
臨
時
休
館

（
休
場
）
で
す
。
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九
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

ひ
た
す
ら
に
人
生
一
路
星
月
夜

河
野
　
富
子

た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か
ら
老
い
を
忘
れ
て
楽
し
み
を
見
つ
け

大
い
に
ハ
ッ
ス
ル
し
、
あ
の
星
空
の
様
に
生
き
た
い
も
の
で
す
。

ポ
ン
ポ
ン
船
底
洗
は
れ
て
夏
惜
し
む
　
　
刈
込
　
照
子

今
年
の
夏
は
暑
く
海
辺
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
来

年
も
と
祈
り
を
こ
め
て
船
を
洗
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

河
川
敷
夏
草
刈
ら
れ
風
失う

せ
り
　
　
　
野
沢
　
沙
と
志

河
川
敷
に
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
よ
う
な
草
が
茂
っ
て
い
た
の
が

刈
ら
れ
て
風
が
吹
い
て
も
揺
れ
る
も
の
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

う
つ
う
つ
と
膝
を
抱
け
ば
秋
の
風
　
　
　
中
村
　
英
子

毎
日
暑
い
日
が
続
き
、
老
い
の
身
に
は
応
え
ま
し
た
。
柱
に
背

を
凭
れ
夜
空
を
眺
め
て
い
ま
し
た
ら
、
す
っ
と
涼
風
が
吹
い
て
き

ま
し
た
。

磨
崖
仏
ま
な
ざ
し
や
さ
し
涼
新
た
　
　

柳
田
　
芳
子

鋸
山
日
本
寺
に
吟
行
し
ま
し
た
。
百
尺
観
音
の
磨
崖
仏
の
見
守
っ

て
下
さ
る
様
な
ま
な
ざ
し
に
感
謝
し
、
秋
の
冷
気
を
感
じ
ま
し
た
。

休
暇
明
け
思
ひ
思
ひ
に
子
の
家
族
　
　
　
御
園
　
英
子

暑
く
て
長
い
夏
休
み
も
終
り
ま
し
た
。
又
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱

い
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
あ
新
学
期
で
す
。
元
気
を
出
し
て
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

今
回
は
、
田
園
を
流
れ
る
水
路
沿

い
に
歩
き
、
大
船
に
あ
る
田
谷
の
洞

窟
に
行
き
ま
す
。

生
歩
こ
う
会

10
月
の
例
会
案
内

長長長長
ス
テ
キ
な
お
花
の
世
界
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き

10
月
16
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

◇
対
象
者

小
学
１
年
生
か
ら
大
人

ま
で
、
た
だ
し
小
学
１
年
生
か
ら

４
年
生
ま
で
は
保
護
者
な
ど
と
一
緒

の
参
加
に
な
り
ま
す

◇
募
集
人
数

30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◇
参
加
費

１
、
０
０
０
円
（
申
し

込
み
時
に
持
参
く
だ
さ
い
）

※
参
加
の
人
数
に
よ
り
、
参
加
費
の

変
更
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み

10
月
２
日
（
土
）
か

ら
９
日
（
土
）
ま
で
中
央
公
民
館

窓
口
に
て
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
開
催

フフフフ

鎌
倉
時
代
に
開
創
さ
れ
た
修
禅
道

場
で
、
江
戸
時
代
の
こ
ろ
ま
で
掘
り

進
め
ら
れ
た
、
総
延
長
１
km
に
も
な

る
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

◇
と
　
き

10
月
16
日
（
土
）
午
前

７
時
27
分
、
茂
原
駅
発
乗
車

◇
交
通
費

２
、
７
０
０
円
（
ホ
リ

デ
ー
パ
ス
２
、
３
０
０
円
、
田
谷

の
洞
窟
拝
観
料
４
０
０
円
）

◇
コ
ー
ス

茂
原
駅→

大
船
駅
（
大

船
観
音
）→

田
谷
の
洞
窟→

大

船
駅
（
歩
行
約
５
km
）

◇
対
　
象

村
民

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

◇
参
加
費

会
員
以
外
３
０
０
円

（
保
険
・
書
類
代
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永

（
32
）
５
８
３
０

※
雨
天
、
そ
の
他
で
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
以
外
の

人
は
前
日
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

秋季村民親善野球大会が尼ヶ台

総合公園野球場で９月26日（日）

から10月24日（日）まで10チー

ムが参加してトーナメント形式で

開催されています。

みなさん応援に行ってみません

か。

秋季村民親善
野球大会開催中
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文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

こんにちは！
あかちゃん絵本

文化会館　　32ｰ5100

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 秋
番
組
上
映
中

○
「
秋
の
星
座
」

○
「
２
０
Ｘ
Ｘ
年
　
宇
宙
ホ
テ
ル
・

ツ
ア
ー
」

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

◇
上
映
時
間

図
書
室
と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
く
り
く
り
ブ
ッ
ク
」
に
よ
る

お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。
す
ば
な

し
や
紙
芝
居
、
絵
本
な
ど
秋
に
ち
な

ん
だ
お
話
を
し
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
17
日
（
日
）

午
後
２
時
30
分
（
約
30
分
間
）

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

◇
対
　
象

４
歳
く
ら
い
か
ら
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

◇
定
　
員

40
人
（
先
着
順
）

◇
申
し
込
み

当
日
30
分
前
よ
り
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
受
付
、
事
前

の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

くだもの 平山和子さく
食欲の秋本番、

果物のおいしい季
節になりました
ね。そこで、まる
で実物のように精
巧に描かれた果物
の絵本をご紹介い

たします。
さあ、どうぞというやさしい言葉

で手渡される様子がテンポよく響き
ます。子どもが思わず食べる真似を
するというのもうなずけます。その
他に食べ物絵本としては「いちご」
（平山和子さく）「やさい」（平山和
子さく）「おにぎり」（平山英三　ぶ
ん　平山和子　え）などがあります。

同
七
五
三
祝
を

行
い
ま
す

合合合合平
成
16
年
度
の
合
同
七
五
三
祝
い
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
15
日
（
月
）
午
前
９
時

◇
対
象
者

平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
詳
細
は
関
係
者
に
通
知
し
ま
す
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
し
ま
じ
ろ
う
な

ど
６
本
立
て
の
映
画
会
。

◇
と
　
き

10
月
３
日
（
日
）

開
　
場
　
午
前
９
時
30
分

開
　
演
　
午
前
10
時

◇
入
場
料

９
０
０
円

◇
主
　
催

映
光
社

◇
問
い
合
わ
せ

０
４
２
２
（
45
）
３
９
５
４

作
ま
ん
が

映
画
会

名名名名
生
中
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
・
文
化
祭
開
催

長長長長
長
生
中
学
校
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
、
文
化
祭
「
銀
杏
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
21
日
（
木
）

開
　
場
　
午
前
８
時
30
分

開
　
演
　
午
前
８
時
40
分

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
中
学
校

◇
問
い
合
わ
せ

（
32
）
２
１
０
１

秋秋秋秋
のののの
おおおお
はははは
なななな
しししし
会会会会
をををを

開開開開
催催催催
しししし
まままま
すすすす
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
乱歩賞作家青の謎　　　　　　　　　　　阿部　陽一

鳥居の赤兵衛(宝引の辰捕者帳) 泡坂　妻夫

不祥事　　　　　　　　　　　　　　　　池井戸　潤

グラスホッパー　　　　　　　　　　　伊坂　幸太郎

約束　　　　　　　　　　　　　　　　　石田　衣良

卵のふわふわ　　　　　　　　　　　　宇江佐　真理

郷愁　　　　　　　　　　　　　　　　内海　隆一郎

小生物語　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙一

夜のピクニック　　　　　　　　　　　　恩田　　陸

ザビエルとその弟子　　　　　　　　　　加賀　乙彦

カタコンベ　　　　　　　　　　　　　　神山　裕右

日の砦　　　　　　　　　　　　　　　　黒井　千次

身も心も　　　　　　　　　　　　　　　栗本　　薫

半夏生　　　　　　　　　　　　　　　　今野　　敏

釈迦の女　　　　　　　　　　　　　　澤田　ふじ子

混沌（上・下）―新・金融腐蝕列島― 高杉　　良

男の始末　　　　　　　　　　　　　　藤堂　志津子

火のみち（上・下） 乃南　アサ

恋しい女　　　　　　　　　　　　　　　藤田　宜永

柳に風　　　　　　　　　　　　　　　　古田　新太

群ようこの良品カタログ　　　　　　　　群　ようこ

知
ら
な
い
う
ち
に
預

金
が
引
き
出
さ
れ
、
巨

額
の
借
金
の
保
証
人
に

さ
れ
る...

。
失
意
の
う

ち
に
自
己
破
産
、
自
殺
、

家
族
離
散
へ
と
追
い
込

ま
れ
る
被
害
が
全
国
で

急
増
し
て
い
る
。
「
印

鑑
偏
重
」
が
生
み
出
す

深
刻
な
金
融
被
害
の
実

態
を
追
っ
た
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
。

そ
の
印
鑑
押
し
て
は

い
け
な
い

北
　
　
健
一

祝
儀
袋
・
不
祝
儀
袋

表
書
き
の
マ
ナ
ー

岩
下
　
宣
子

結
婚
式
の
水
引
は
蝶

結
び
？
お
別
れ
会
は

「
ご
霊
前
」
？
披
露
宴
や

お
葬
式
の
ス
タ
イ
ル
が

変
化
す
る
に
つ
れ
、「
決

ま
り
事
」
や
マ
ナ
ー
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

定
番
の
表
書
き
か
ら
、

変
化
に
対
応
す
る
新
し

い
言
葉
ま
で
紹
介
す
る

完
全
実
用
書
。

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
純白の証明　　　　　　　　　　　　　　森村　誠一

ランドマーク　　　　　　　　　　　　　吉田　修一

ねこのばば　　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵

８月の果て　　　　　　　　　　　　　　柳　　美里

Ｈｉｇｈ　ａｎｄ　ｄｒｙ

（はつ恋）
よしもと　ばなな

出口のない海　　　　　　　　　　　　　横山　秀夫

人はクマと友だちになれるか？　　　　　太田　京子

古代の布を織ろう・染めよう　　　　　　宮内　正勝

ライオンと魔女　改版　　　　　　　Ｃ・Ｓ・ルイス

かいけつゾロリのおばけ大さくせん　　　原　ゆたか

いたずらまじょ子とあくまの

おたんじょう会　　　　　　　　　　　　
藤　真知子

あたまにかきのき　　　　　　　　　　　赤坂　三好

やまんばと３にんのこども　　　　　ささ　やすゆき

とんちのきっちょむさん　　　　　ナメ川　コーイチ

はっけよいのびんぼうがみ　　　　　　長野　ヒデ子

神かくしレストラン　　　　　　　　かとう　くみこ

亡霊レストラン　　　　　　　　　たかい　よしかず

聖武天皇　　　　　　　　　　　　　　　青木　滋一

フランシスコ・ザビエル　　　　　　　　佐藤　正光

10月22日（金）～10月29

日（金）の８日間、蔵書点検

のため図書室を休室いたしま

す。この期間は図書の貸出は

行いません。大変ご迷惑をお

かけいたしますが、よろしく

お願いします。

なお、図書の返却は返却箱

にて受付しておりますのでご

利用ください。

図書室を休室します
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

今月は

県県県県村村村村民民民民税税税税・・・・国国国国保保保保税税税税・・・・介介介介護護護護保保保保険険険険料料料料
の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

10・3
秋場医院 金坂医院 菅原病院
42ｰ3323 22ｰ4885 25ｰ1171

10・10
岡田眼科医院 清水三郎医院 山之内病院
42-3529 25ｰ0776 25ｰ1131

10・11
鈴木医院 大曽根マタ二ィティ 高田整形外科医院
42ｰ3111 22ｰ2561 22ｰ0111

10・17
内山医院 イナリミヤクリニック 長生病院
42ｰ2062 24ｰ8987 34ｰ2121

10・24
清水医院 武田メディカル 宍倉病院
42-2950 20ｰ1910 24ｰ2171

10・31
長生診療所 茂原中央病院 鎗田整形外科医院
32ｰ3303 24ｰ1191 24ｰ8686

※日曜祭日当番医は変更となる場合がありますので
ご了承ください。

リサイクル
フェア2004開催

第18回「リサイクルフェア

2004」を次のとおり開催します。

◇と　き 10月24日（日）

午前９時30分～正午　雨天の場

合は、10月31日（日）

◇ところ 長生郡市広域市町村圏

組合長生クリーンパーク

◇内　容 リサイクルフリーマー

ケット、映写会、花木の販売、

資源ごみ回収

県では、再就職（卒業後、初め

て就職される人を含む）を希望し

ている人を支援するため「県民再

就職支援センター移動相談室」を

県内９市に順次設置し、専門の相

談員が巡回します。

相談員およびキャリアカウンセ

ラーが再就職希望者に対して、適職

診断の実施や履歴書の書き方、面接

の受け方、その他再就職に関するさ

まざまな相談に無料で応じますの

で、お気軽にご利用ください。

相談は予約制となっております

ので、下記までお申し込みくださ

い。

なお、職業紹介は実施しており

ませんのでご注意ください。

◇と　き 11月２日（火）４日（木）

５日（金）の3日間、相談は午

再就職を
支援します

前９時～午後５時まで

◇ところ 茂原市役所１階101号

会議室

◇予約・問い合わせ 県民再就職

支援センター移動相談室事務局

0120-553-707

E-Mail
chiba‐job＠hr‐souken.co.jp

◇問い合わせ 長生郡市広域市町

村圏組合　環境衛生課　

23-4944

千葉県立長生養護学校では学校

祭「長養祭」を開催します。

◇と　き 10月23日（土）

午前９時30分～午後２時45分

◇ところ 千葉県立長生養護学校

◇内　容 遊びの広場、ゲーム、

各作業班などによる催し物、作

業作品の展示・頒布（手織りの

作品、布製小物、陶芸作品、紙

すき作品、コンクリート平板、

木工作品、鉢花、培養土、生し

いたけなど）ＰＴＡバザーなど

◇問い合わせ　県立長生養護学校
42-2470

長養祭が
開催されます
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せ 

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、東上総県民センターでの
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から東上総県民センターにおいてそれぞれ電話で受け付けます。

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 10月18日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 10月17日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 10月18日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 10月15日（金）午後１時～午後４時（要予約） 東上総県民センター　 25ｰ7830

◎行政相談 10月18日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎週月曜日午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支局 42-3515

◎家庭教育相談 10月２日（土）16日（土）午前９時～午後４時 中 央 公 民 館 32-3770

◎子育て相談 10月19日（火）午前９時～正午午後１時～午後４時 子育て支援センター(高根保育所) 32-5891

◎年金相談 10月27日（水）午前９時～（先着60人） 茂原市役所　 千葉社保043-242-6327

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談 人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。

腎臓病を考える
講演会を開催

第17回腎臓病を考える会では次

のとおり講演会を開催します。腎

臓病・糖尿病・移植に関心のある

人ならどなたでも参加できます。

◇と　き 10月31日（日）午後

１時～４時　当日受付開始時間

午後零時20分～　先着200人

◇ところ ぱるるプラザ千葉

◇内　容 講演会　第17回「腎臓

病を考える会」

◇参加費　無料
◇問い合わせ 特定非営利活動法

二輪車（オートバイ）において

も国内４社と輸入事業者11社が共

同で行う二輪車リサイクルの自主

取組みが、10月１日より開始され

ます。リサイクル処理や管理に必

要な費用の一部はユーザー側も一

部負担することになり、二輪車を

廃棄するときは「廃棄二輪車取扱

店のマーク」が

貼ってあるショ

ップ、又は「指

定取引窓口」に

出すことになります。

「廃棄二輪車取扱店」や、「指

定取引窓口」の所在地や詳細など

に関しましては二輪車リサイクル

コールセンターまでお問い合わせ

ください。

オートバイの
リサイクル

◇受付時間 午前９時30分～午後

５時（土・日・祝日は除く）

◇問い合わせ
二輪車リサイクルコールセンター

03-3598-8075

城西国際大学では「環境を見直

す」というテーマで公開講座を行

います。

◇と　き 10月２日（土）９日（土）

16日（土） 午後１時30分～

３時

◇ところ 茂原市役所１階市民室

◇対　象 高校生以上

◇定　員 先着100人

◇受講料 無料

◇申し込み・問い合わせ
茂原市教育委員会　生涯学習課　

20-1559

城西国際大学

0475-55-8857

環境を見直す
公開講座開催

人千葉県腎臓病協議会

043-256-4661



最近、身の回りの電化製品
がやたらと故障します。１カ
月の間に３つも壊れるという
のは、ちょっと困った状況で
す。
そのうち１つは購入から３

日たたずに壊れました。大事
に扱っているつもりなのに、
そんなこっちの気遣いを解っ
てもくれない。所詮機械なん
だなと、思った瞬間でした。

（い）

命の大切さを伝え
るポスターです。手
で胸を押さえて、命
と心を象徴してみま
した。

長生中
（２年生）

イチョウの木を描
きました。黄色以外
に、オレンジや黄緑
色を使って葉っぱを
表現しました。

高根小
（３年生）

冨貴幸菜 さん

平成16年10月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

お風呂が大好きでパパといつも

一緒に入ります。テレビに興味

津々です。

平成15年10月26日生
父・齊藤　孝行、母・楓さん

優 奈
な

ちゃん（驚）

ご飯が大好きでよく食べます。

おばあちゃんと遊ぶことが楽しみ

です。

平成15年10月17日生
父・佐瀬　芳典、母・芳さん

誠　人ちゃん（下村）

ウシ科のほ乳動物。

ヒツジに似ているが、首が長く、

雌雄とも角をもつものが多く、雄はあ

ごに長毛の房がある。一般には性質は温順で、

群をつくる。木の葉などを食べ、粗食でも飼える。肉・

乳・毛は有用。

（撮影地　南部）

ヤギ

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

木島ありさ さん
「かさ地蔵」を
描きました。うれ
しそうに見えるよ
うに、お地蔵さん
の表情を描きまし
た。

八積小
（３年生）

増田綾子 さん

この広報は再生紙を使用しています。


